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2013年 9月 19日 

株式会社日立製作所 

 

ビッグデータやクラウドのシステム基盤向けに処理性能を強化した 

｢BladeSymphony｣および｢HA8000シリーズ｣の新製品を販売開始 

運用管理工数の削減を実現するサーバ管理ソフトウェア｢Hitachi Compute Systems Manager｣を標準添付 

   

｢BS520Hサーバブレード｣/｢PCI拡張ブレード｣                  ｢HA8000/RS220-h｣ 

 

株式会社日立製作所(執行役社長：中西 宏明／以下、日立)は、統合サービスプラットフォーム

｢BladeSymphony｣およびPCサーバである日立アドバンストサーバ｢HA8000シリーズ｣において、大量

データ(ビッグデータ)やクラウド(クラウドコンピューティング)のシステム基盤向けに、処理性能を従来モデ

ル比で約 1.3倍*1に強化した新製品などを、9月 20日から販売開始します。 

また、サーバ管理ソフトウェア｢Hitachi Compute Systems Manager｣について、11 月 29 日から

｢BladeSymphony｣、｢HA8000 シリーズ｣への標準添付を開始し、システム設定や運用管理の工数の削

減を実現します。 

 

*1 ｢BS520Hサーバブレード｣、｢HA8000/RS210-h｣、｢HA8000/RS220-h｣の 2012年11月発売のインテル® Xeon® プロセッサーE5-2600製

品ファミリーを搭載した従来製品とインテル® Xeon® プロセッサーE5-2600 v2製品ファミリーを搭載した新製品の比較。 

 

近年、クラウドの進展や多機能情報端末の急速な普及などを背景として、企業や社会活動で発生す

るデータが爆発的に増加しており、クラウドなどのシステム基盤であるサーバには、大量データを扱う

ための処理能力やメモリ、ストレージ容量の強化などが求められています。また、クラウドの運用管理負

担が高まっており、システム導入時の構築・設定作業や運用時のメンテナンス作業などの省力化とコスト

削減が求められています。 

 

日立は、このような背景のもと、｢BladeSymphony｣のブレードサーバ｢BS500｣の｢BS520H サーバブ

レード｣、｢HA8000 シリーズ｣の 2 プロセッサーモデル｢HA8000/RS210-h｣、｢HA8000/RS220-h｣にお

いて、最新のインテル® Xeon プロセッサー E5-2600 v2 製品ファミリーを搭載し、従来モデル比で約

1.3 倍*1の処理性能を実現した新製品を開発しました。今回の新製品は、処理性能の強化に加え、高速

メモリの採用と、ストレージ容量の強化を行ったほか、｢HA8000 シリーズ｣において、オプションとして、

データベースの処理の高速化を可能にする PCI(Peripheral Components Interconnect)接続型フラッ

シュドライブボードをサポートするとともに、｢BS500｣において、｢BS520H サーバブレード｣と接続して

PCI接続型フラッシュドライブボードを従来比 3倍*2の最大 6台まで搭載できるオプション製品｢PCI拡

張ブレード｣を開発するなど、ビッグデータやクラウドのシステム基盤向けの性能、機能を強化しました。 

また、｢BladeSymphony｣、｢HA8000 シリーズ｣において、ストレージとサーバの効率的な統合管理で

運用管理コストを最適化する｢Hitachi Command Suite｣シリーズのサーバ管理ソフトウェア｢Hitachi 

Compute Systems Manager｣を標準添付し、システム設定や運用管理の工数の削減を実現します。 

 

*2従来は、｢ストレージ拡張ブレード｣の利用によって、最大2台までPCI接続型フラッシュドライブボードに接続可能。 
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■｢BladeSymphony｣および｢HA8000シリーズ｣の新製品の特長 

１．ビッグデータおよびクラウドのシステム基盤向けの性能、機能強化 

(1)処理性能とメモリの高速性、ストレージ容量を強化 

｢BS520H サーバブレード｣、｢HA8000/RS220-h｣、｢HA8000/RS210-h｣において、最新のインテル® 

Xeonプロセッサー E5-2600 v2製品ファミリーを搭載し、従来モデル比で約1.3倍*1の処理性能を実現

するとともに、従来モデルに比べて高速なメモリを採用し、同時に、ストレージ容量を従来モデル比で約

1.3 倍*3 に拡大しました。 なお、｢BladeSymphony｣のハイエンドモデル｢BS2000｣の｢標準サーバブレ

ード｣についても、最新のインテル® Xeonプロセッサー E5-2600 v2製品ファミリーを採用した新製品を、

2013年 12月に提供開始する予定です。 

 

*3 2012年11月発売の｢BS520Hサーバブレード｣、｢HA8000/RS220-h｣、｢HA8000/RS210-h｣との比較。 

 

(2)データベース処理の高速化を可能にする PCI接続型フラッシュドライブボードのサポート強化 

①｢HA8000シリーズ｣で PCI接続型フラッシュドライブボードをサポート 

HDD(Hard Disk Drive)や SSD(Solid State Drive)と比較して I/O(Input/Output)処理時間が大幅

に短く、データベースの処理の高速化を可能にする、Fusion-io 社の PCI 接続型フラッシュドライブボ

ード ｢Fusion-io PCIe Flash ドライブ  ボード (ioDrive2) ｣について、従来対応している

｢BladeSymphony｣の｢BS2000｣、｢BS500｣に続き、｢HA8000 シリーズ｣で新たにオプションとしてサポ

ートします。本製品をキャッシュ(一時的な記憶装置)として利用することで、ビッグデータの解析や、デ

ータの処理頻度が高いシステムの性能向上、仮想デスクトップシステムにおけるユーザーのログイン

時間の短縮などを可能にします。 

 

②｢BS500｣で｢PCI拡張ブレード｣を製品化し、接続台数を従来比 3倍*2の最大 6台に拡大 

｢BS500｣において、｢BS520H サーバブレード｣と接続して PCI 接続型フラッシュドライブボードを従

来比3倍*2の最大6台まで搭載できるオプション製品｢PCI拡張ブレード｣を製品化しました。これにより、

キャッシュの容量が拡大し、データベースのさらなる高速化が可能になります。 

 

２．サーバ管理ソフトウェア｢Hitachi Compute Systems Manager｣の標準添付で運用管理を効率化 

｢BladeSymphony｣、｢HA8000シリーズ｣において、効率的なストレージとサーバの統合管理で運用

管理コストの最適化を実現する｢Hitachi Command Suite｣シリーズのサーバ管理ソフトウェア｢Hitachi 

Compute Systems Manager｣の標準添付を開始し、導入設定と運用管理の効率化を実現します。 

 

(1)システム導入時の構築・設定作業の工数削減 

システム導入・構築に際して、インストールと設定作業をウィザード形式で容易化するとともに、1回の

導入設定作業で複数の管理対象サーバを登録できるオートディスカバリ機能によって、従来モデル比で

90%超の設定時間の削減*4を実現します。 

 

*4 管理対象サーバ10台を管理対象へ登録するときにかかる時間の比較。従来の手動登録では100分(インストールおよび設定：10分/台 × 10台)

かかるのに対して、オートディスカバリ機能によって6分(6秒/台× 10台＋5分(IPアドレス範囲指定)で設定可能。 
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(2)システム運用時のコスト削減 

システムの全体状況を一目で確認できる ダッシュボード画面、ストレージ管理ソフトウェアや仮想化環

境管理ソフトウェアなどとの連携強化により、システム管理者の日々の運用業務の負担を軽減します。ま

た、性能情報や消費電力をモニタリングし、グラフ形式で表示できるため、システムのリソースの使用状況

を把握しやすくなります。さらに、サーバモジュールの障害発生時の予備サーバモジュールへの自動切

り替えや、システムディスクイメージの復旧により、システム停止時間を削減*5します。 

 

*5 性能情報や消費電力のモニタリング、予備サーバモジュールへの自動切り替え、システムディスクイメージの復旧には、別途ライセンス製品(有

償)の購入が必要です。 

 

■本発表に際してのパートナー企業からのコメント 

インテル株式会社 常務執行役員 クラウド・コンピューティング事業本部 事業本部長 平野 浩介 

インテルは、日立の｢BladeSymphony｣および｢HA8000シリーズ｣の新製品発表を歓迎致します。

次世代のデータセンターやエンタープライズ環境には、省電力と高性能の両立が求められています。

今回の日立の新製品に搭載されるインテル® Xeon® プロセッサー E5-2600 v2製品ファミリーはその

両立を実現し、日立の高信頼なサーバー技術と融合されることで、IT市場をリードする付加価値の高

いシステムを実現できるものと期待しております。今後もインテルは、日立との連携により、お客様の本

気のIT投資を強力に支援する製品を提供して参ります。 

 

■新製品の価格と出荷時期 

製品 仕様概要 価格 出荷時期 

統合サービス 

プラットフォーム 

「BladeSymphony 

BS500」 

【BS520Hサーバブレード】 

・CPU：インテル® Xeon® プロセッサー E5-2600 v2製品ファミリー 

最大 2(最大 24コア) 

・メモリ：最大 768GB 

・ストレージ容量：最大 2.4TB(RAID0) 

・サーバ論理分割機構 Virtage標準搭載 

488,250円～ 

(税抜 465,000円～)*7 

2013年 

9月 30日 

【PCI拡張ブレード】 

・PCI Express 2.0(x8)フルハイト/フルレングス用スロット：2(標準) 

・PCI Express 2.0(x4/x8)ロープロファイル用スロット：最大

2/4*6(追加) 

210,000円～ 

(税抜 200,000円～)*8 

日立アドバンスト 

サーバ「HA8000 

シリーズ」 

【HA8000/RS210-h】 

・CPU：インテル® Xeon® プロセッサー E5-2600 v2製品ファミリー 

最大 2(最大 24コア) 

・メモリ：最大 768GB 

・ストレージ容量：最大 9.6TB(RAID0) 

569,100円～ 

(税抜 542,000円～)*7 

【HA8000/RS220-h】 

・CPU：インテル® Xeon® プロセッサー E5-2600 v2製品ファミリー 

最大 2(最大 24コア) 

・メモリ：最大 768GB 

・ストレージ容量：最大 19.2TB(RAID0) 

594,300円～ 

(税抜 566,000円～)*7 

*6 追加コネクションキットを搭載によって、PCI Express 2.0(x8)ロープロファイル用の2スロットまたはPCI Express 2.0(x4)ロープロファイル用の

4スロットを追加可能。 

*7 BS520Hサーバブレード、HA8000/RS210-h、HA8000/RS220-hの価格は、OSを除く最小構成です。 

*8 PCI拡張ブレードの価格には、PCI接続型フラッシュドライブボードの価格は含まれません。 
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■｢BladeSymphony｣、｢HA8000シリーズ｣への｢Hitachi Compute Systems Manager｣の標準添付について 

｢BladeSymphony｣の｢BS2000｣、｢BS500｣と、｢HA8000シリーズ｣において、2013年11月29日以降

に出荷する製品から、サーバ管理ソフトウェア｢Hitachi Compute Systems Manager｣の標準添付を開

始します。当初は、同ソフトウェアの最新バージョン｢Hitachi Compute Systems Manager V7.6｣を添

付し、将来的にバージョンアップを行った際には、サーバ製品出荷時の最新バージョンを添付します。

｢BS2000｣、｢BS500｣は1シャーシ単位、｢HA8000シリーズ｣はサーバ1台ごとに添付します。なお、

｢Hitachi Compute Systems Manager V7.6｣単体での販売は、2013年10月31日に開始します。 

 

■｢Hitachi Compute Systems Manager｣のダッシュボード画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

■統合サービスプラットフォーム｢BladeSymphony｣に関するホームページ 

http://www.hitachi.co.jp/bds/ 

 

■日立アドバンストサーバ｢HA8000シリーズ｣に関するホームページ 

http://www.hitachi.co.jp/ha8000/ 

 

■サーバ管理ソフトウェア｢Hitachi Compute Systems Manager｣に関するホームページ 

http://www.hitachi.co.jp/products/it/storage-solutions/products/software/hsms/hcsm/index.html 

 

■｢Hitachi Innovation Forum 2013｣での紹介について 

日立は、2013年 10月 30日(水)～31日(木)に東京国際フォーラムで開催する｢Hitachi Innovation 

Forum 2013｣において、今回新製品の発表を行った｢BladeSymphony｣、｢HA8000シリーズ｣を活用し

た各種ソリューションや、｢Hitachi Compute Systems Manager｣を含む｢Hitachi Command Suite｣シ

リーズについて紹介します。 

http://iforum.hitachi.co.jp/ 
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■他社商標注記 

・インテル、Xeonは、米国およびその他の国における Intel Corporationまたはその子会社の商標ま

たは登録商標です。 

•Fusion-ioおよび ioDriveは、アメリカ合衆国およびその他の国における Fusion-io, Inc.の商標もし

くは登録商標です。 

・記載の会社名、製品名はそれぞれの会社の商標もしくは登録商標です。 

 

■本件に関するお問い合わせ先 

HCAセンター 

電話：0120-2580-12(利用時間 9:00～12:00、13:00～17:00(土・日・祝日を除く)) 

 

以 上 



------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
このニュースリリース記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、 

お問い合わせ先、URL 等)は、発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と

情報が異なる可能性もありますので、あらかじめご了承ください。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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